
発達する熱帯低気圧に関する説明

令和7年9月3日

この資料は、9月3日12時現在に入手可能な予測資料を用いて作成した説明資料です。
最新の気象情報は、気象台ホームページから確認ください。

気象庁 京都地方気象台



熱帯低気圧は、3日夜に台風へ発達する見込み。

熱帯低気圧は、南西諸島付近を北上して４日夜に九州へ接近した後、
進路を東よりへ変え、５日にかけて西日本付近を進む見込み。京都
府へ最も接近するのは、５日日中となる見込み。

現時点では、台風が西日本を通過する間は、最大風速が18メートル
で暴風は伴わない見込み。「風、波、高潮」は注意報級かそれ以下
の見込み。

台風が、予報円の北よりの経路を進むか、南よりの経路を進むかで、
雨量が大きく違ってくる可能性あり。

台風が、予報円の北よりを通過する場合は、警報級の大雨となる可
能性が高くなる。一方、南よりを通過する場合は、警報級の大雨と
なる可能性は低くなる。

発達する熱帯低気圧の今後の進路予報に十分留意。

発達する熱帯低気圧の進路と影響のポイント

常に最新の気象情報をご利用ください。



3日9時の気圧配置と熱帯低気圧周辺の雲の実況3日9時の気圧配置と熱帯低気圧周辺の雲の実況

衛星赤外画像 9月3日9時

3日9時現在、熱帯低気圧は南大東島の南
南東にあって1時間におよそ25キロの速
さで北北西へ進んでいる。熱帯低気圧の
東や北で発達した雲域を観測している。

熱帯低気圧の進路周辺では海面水温が
30℃以上となっており、3日夜には台風
へ発達する見込み。

地上天気図 9月3日9時

海面水温実況図 9月2日

熱帯低気圧の進路周辺では、海
面水温が30℃以上となっている

熱帯低気圧の東や北で
発達した雲域を観測

暖かく湿った空気の流れ
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3日9時現在の熱帯低気圧の進路予報と4日21時の予想天気図3日9時現在の熱帯低気圧の進路予報と4日21時の予想天気図

3日21時 台風
1002hPa
18m/s

4日09時 台風
1002hPa
18m/s

5日09時 台風
1000hPa
18m/s

暖かく湿った空気が京都府に
流入するかどうかがポイント

6日09時 温帯低気圧
996hPa
20m/s

熱帯低気圧は、3日夜には台風へ発達し、4日朝にかけて南西諸
島を北上し九州へ接近。
その後、進路を東よりに変えつつ、4日午後から5日にかけて、
西日本付近を通過する可能性がある。京都府には、5日日中に
最も接近する見込み。
台風の東側から回り込む、暖かく湿った空気が京都府へ流入す
るかどうかがポイント。



京都府への影響のポイント京都府への影響のポイント

台

台

台風が予報円の北よりを進む場合 台風が予報円の南よりを進む場合

台風に向かう暖かく湿った空気が紀
伊水道から京都府へ向かって多量に
流入する。
このため、大気の状態が非常に不安
定となって予想より雨量が多くなり、
警報級の大雨となる可能性が高くな
る。

台風に向かう暖かく湿った空気は、
紀伊山地等で遮られ、京都府への流
入が弱まる。
このため、雨量は少なくなって、警
報級の大雨となる可能性は低くなる。
ただし、台風の北側に前線が形成さ
れれば雨量が増加する可能性にも留
意が必要。



発達する熱帯低気圧による京都府への影響の見通し発達する熱帯低気圧による京都府への影響の見通し

＜24時間降水量（ 3日12時～ 4日12時）＞
北部：60ミリ 南部：60ミリ

＜24時間降水量（ 4日12時～ 5日12時）＞
北部：80ミリ 南部：100ミリ

＜早期注意情報 大雨[中]＞
南部 4日夕方～5日

※台風の今後の予想次第で北部にも付加する可能性

注意報、警報の発表のタイミングは、注意報級、警報級の現象となる３～６時間前となる。

最接近

雨のピークは、5日午前中。南部を中心に1時間に40ミリの激しい雨が降る
おそれあり。

総雨量は、多い所で100～120ミリ。



■京都府には、5日日中に最も接近する見込み。

■風、波、高潮
●風、波、高潮については、注意報級かそれ以下となる可能性が高い。

■雨
台風が、予報円の北よりを通過する場合と南よりを通過する場合で、警報
級の大雨となる可能性が異なる。
北よりを通過する場合は、警報級の大雨となる可能性が高くなる。一方、
南よりを通過する場合は、警報級の大雨となる可能性が低くなる。

台風が予報円の北よりの進路を進んだ場合、大雨となる可能性が高まる。

市町村の避難情報などに留意。常に最新の情報を確認してください。

ま と め

防災事項

土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水に十分注意。
強風、高潮、落雷、突風に注意。



参考資料



雨の強さと降り方

車に乗っていて屋外の様子
屋内

(木造住宅を想定）
人への影響人の受けるイメージ予報用語時間雨量(mm)

地面一面に水たま
りができる

雨の音で話し声が良く
聞き取れない

地面からの跳ね返
りで足元がぬれる

ザーザーと降るやや強い雨10以上～20未満

ワイパーを速くしても
見づらい

寝ている人の半数くら
いが雨に気がつく

傘をさしていても
ぬれる

どしゃ降り強い雨20以上～30未満

高速走行時、車輪と路
面の間に水膜が生じブ
レーキが効かなくなる
（ハイドロプレーニン
グ現象）

道路が川のように
なる

バケツをひっくり返し
たように降る

激しい雨30以上～50未満

車の運転は危険

水しぶきであたり
一面が白っぽくな
り、視界が悪くな
る

傘は全く役に立た
なくなる

滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）

非常に
激しい雨

50以上～80未満

息苦しくなるような圧
迫感がある。恐怖を感
ずる

猛烈な雨80以上～

•(注1) 大雨によって災害が起こるおそれのあるときは大雨注意報や洪水注意報を、重大な災害が起こるおそれのあるときは大
雨警報や洪水警報を、さらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは大雨特別警報を発表して警戒や注意を呼びかけま
す。なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。
•(注2) 数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときには記録的短時間大雨情報を発表します。こ
の情報が発表されたときは、お住まいの地域で、土砂災害や浸水害、中小河川の洪水害の発生につながるような猛烈な雨が降っ
ていることを意味しています。なお、情報の基準は地域によって異なります。

（平成12年8月作成）、（平成14年1月一部改正）、（平成29年3月一部改正）、（平成29年9月一部改正）



風の強さと吹き方

(平成12年8月作成）、(平成14年1月一部改正）、(平成19年4月一部改正）、（平成25年3月一部改正）、（平成29年9月一部改正）



段階的に発表される防災気象情報の活用例


